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冒
ぼ
 

墜
 

広 報 市
 

原
 

所
 

五
 

（青森県） 

一
 
選
管
委
鼻
ぎ
ま
る
 

ス
ー
 
委
員

長
に

長
尾
氏
を
 

一
》
 
委

員
長
代
理
は
 
船

水
氏
 

(1) 	 （昭＊口33年り月10日第8種郵便物認白］) 市
 

《
 
ま
し
た
o
 

ま
し
た
o
 

A
橘
貞
夫氏
…
唐
笠
柳
、
大
正
四
年
 

政
 
一
 
園
に
は
佐
藤
進
（新
町
）
、宮
本
浩
蔵
 

園
に
は
佐
藤
進
（新
町
）
、宮
本
浩
蔵
 

A
船
水
拒
一
氏；
飯
詰
、
大
？
大
年
 

ニ 
flWuIIu$dlUh,IUUhIII1" 

会
は
十月
二
十
大
日
お
こ
な
わ
れ
、
市
 
新

選
挙
管
理
委
員
の
経歴
は
2
あ
 

に
長
尾
秀
作
（
松
野
木
）
船
水
信一
（
 
瓜
長
尾
秀

作
氏
…
松
野
木
、
明
治
一
一
 

飯
詰
）
橘
貞
夫
（唐
笠
柳
）
沢
田
健
造
 

十
三
年
八
月
一干
】
百
生
れ
、
長
橋
農
 

（
上平
n
町
）
の
四
氏
を
、
ま
た
補
助
 
協

理
却
、
良
協
中
学
校
P
T
A
会
艮
 

命
平
井
町
）
前田
義
則
（梅
田
）
、
 

三
月
三
十日
生
れ
、飯
詰
小
学
椅
P
T
 

原
一
郎
（
新
宮）
の
四
氏
が
選任
さ
れ
 

A
副
会
長
、
飯
酷
地
区
柾
組合
長
 

ま
た
新
委
員に
よ
る
初
の
委員
会
は
 
十

月
四
日
生
れ
、松
島
農
業
共
済
組
合

二
十
九日
開
か
れ
委
員
の
互選
で
委
員
 
理
事
、

広
田
堰
土
地
改
良
区
理
事
、
松
 

船
水
信
一
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
き
ま
り
ま
し
 

A
沢
田
健
造
氏
・
・
上
平
井
町
、
明
治

・
・‘
・
・
・
・‘
、
ー
 
：
 
四
十

一
一
年九月
五
日
生
れ
、
津
軽
鉄
道

老
人

健
康
検
査
 

監
査
役
、津
鉄
観
光
監
査
役
 

精
密
診
査
日
程
 

善
意
銀
行
に
 

の
襲』
競鳶
」
羅
 

ご
協
力を
 

知
を
受け
た
方は
つ
ぎ
の
日
程
によ
り
 

当
市
の
善
意
銀
行
が
発
足
し
て
か
ら

西
北
中
央
病
院
で
診査
を
お
こ
な
い
ま
 

三
か
月
、
多
く
の
預
託
が
あ
り事
業
が

す
の
で
受
診く
た
さ
る
よっ
に
し
て
く
 
軌

道
に
の
つ
て
き
ま
し
た
。
 

た
さ
い
。1
1月
。
日
、
栄
、
飯
詰
地
区
 

さ
さ
や
かな
善
意
が
恵
ま
れ
な
い方
 

7
日
松
島
、毘
沙
門
、
長
橋
地
区
、
8
 

A
の
心
に
愛の
灯
を
と
も
し
、予
想
外
 

日
梅
沢
、中
川
地
区
、
n
日
三
好
地
区
 

に
喜
ば
れ
てお
り
ます
．
 

1
2日
七
和
地
区
、
1
3日
長
橋
地
区
、
1
4
 

困
つ
て
い
る
人
A
に
な
に
か
して
あ
 

1
5日
五
所
川原
地
区
 

げ
た
い
と
思
う
あ
た
た
か
い
気
持
は
誰
 

（
時
間は
各
地
区
と
も
午
前
一
時
か
 
で
も
も

つ
P
Sま
す
。
け
れ
ど
も
私
ど

ら
一
蒔
」
干
分
ま
で
）
 
も
の
力

で
は
ど
っ
に
もな
ら
な
い
と
ひ
 

長
に
長
尾
秀
作
氏
、委
員
長
代
理に
は
 
島

地
区
唐
笠
柳
防
除
組
合
長

ま
た
新
委
員に
よ
る
初
の
委員
会
は

二
十
九日
開
か
れ
委
員
の
互選
で
委
員

長
に
長
尾
秀
作
氏
、委
員
長
代
理に
は

船
水
信
一
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
き
ま
り
ま
し
 

命
平
井
町
）
前田
義
則
（梅
田
）
、
 

原
一
郎
（
新
宮）
の
四
氏
が
選任
さ
れ
 

選
挙
管
理
委
国
を
き
め
る
臨
時
市
議
 
た
。
 

議
会
議
昌
の
投
票に
よ
つ
て
選
管
委員
 
と

お
り
で
す
。
 

選
挙
管
理
委
国
を
き
め
る
臨
時
市
議

会
は
十月
二
十
大
日
お
こ
な
わ
れ
、
市

議
会
議
昌
の
投
票に
よ
つ
て
選
管
委員

に
長
尾
秀
作
（
松
野
木
）
船
水
信一
（
 

飯
詰
）
橘
貞
夫
（唐
笠
柳
）
沢
田
健
造
 

（
上平
n
町
）
の
四
氏
を
、
ま
た
補
助
 

善
意
銀
行
に
 

ご
協
力
を
 

冷
 譲薮驚勲 

片
 

ク

菊

花

展

ク
 

こ
‘
め
 た
 
る
 日
 
日
 
の
 
丹
 
精
 
を
 

け
 
ん
 ら
 
ん
 こ
 
こ
 
に
 
競
 え
 
会
 
う
 

漂
 
よ

・
っ
 
か
 
お
 
り
 は
 
楽
 
の
 
音
 
か
 

高
 
雅
 
な
 
リ
 
ズ
 ム
 
は
 
幽
 
幻
 
の
 

理
 
想
 
の
 
郷
 
に
 
弧
 を
 
え
 
が
 き
 

い
 
の
 
ち
 
を
 
限
 
り
 の
 
円
 
舞
 
曲
 

舞
 
う
 は
 
菊
 
の
 
花
 
の
 精
 

愛
 
の
 泉
 
が
 こ
 
ん
 こ
 
ん
 と
 

人
 
の
 
心
 の
 
沙
 漠
 
の
 中
 
に
 

つ
こ
み
思
案
に
な
り
が
ち
で
す
が
、み

ん
な
の
も
の
を
合
わ
せ
る
と
大
き
な
も

刀
に
な
n
ま
す
。
 

ま
だ
た
く
さ
ん
の方
大
が
皆
さ
ん
の

響
息
を
待
ちこ
が
れ
てお
り
ま
す
の
で

事
業
の
廊
旨
を
ご
理
解
の
う
え
お
力
ぞ

え
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

県
観
光
連
盟
で
 

レ
コ
ー
ド
を
制
作
 

青
森
県
観
光
運
盟
で
は
こ
の
ほ
ど
「
 

津
軽
力り
ん
ご
つ
こ
」
丘
灯
志
夫
作
詩

上
坤
げ
ん
と
作
曲
、
こ
ま
と
り
姉
妹唄

と
「
津
軽
り
んこ
は
花
ざ
かり
」
法
師

浜
桜
ロ
り
回
 
丘灯
志
夫
補
作
、上
原

げ
ん
と
作
曲
、
神
戸
一
郎
、
畠
山
み
ど

り
唄
の
レ
コ
ー
ド
を
制
作
しま
し
た
。
 

こ
の
レ
コ
ー
ドは
各
団
体
で
の
レ
ク
リ

ェ
ー
ショ
ン
等
に
使
用
で
き
る
よう
に

花
月
兼
久
の振
付
け
もつ
い
て
お
りま

す
．
 

な
お
希
望
者
は
市
農
林
商
工
課ま
で

申
し
込
ん
で
く
ださ
い
。
一
枚二
〇
〇

円
で
す
。
 

一
  
お
 
わ
 
び
一
 

1
0月
2
5日
発
行
の
市政
ニ
ユ
ー
ス
第
 

”
号
の
四
面
「構
造
改
善
資
金
の
借
入

申
請
受
付
」
ら
ん
の受
付
期
間
が
十
一

月
十
大
日
か
ら一
月
十
三
日
ま
で
と
あ

る
の
は十
一
月
大
日
か
ら十
一
月
十
三

日
ま
で
の問
違
で
した
の
で
訂正
い
た

し
ま
す
．
 



ス
 

：コ. 	ー 一
 
一
 

政
 

斑s 札」 8と 年 11月 5日 

五所川原工業高校 

繊
 
職
員
室
、事
務
至
、会
議
室
、
保
健
室

物
理
準
備室
、
化
学
準
備
室
な
ど
と
な

つ
て
お
り
ま
す
。
 

実
習
棟
目
且
骨
木遺
一
階
建
で
機
械

実
習
棟
が
一
五
い
一一
・
一二
三
平
方
メ
 

ー
ト
ル
（
四五
四

・
O
九
坪
）
で
製
M
 

室
、
精
密
測
定
室
、
材
料
試
験
室
、
機

械
実
習
室
、
鍛
造
実
習
室
、
鋳
造
実
習

室
、
板
金
実
習
室
、
原
動
機
実
習
室
な

ど
、
ま
た
電
気
実
習
棟
は
電気
磁
気
失

験
室
電
気
機
器
実
験
室
、
高
圧
実
験
室

変
電
室
、製
図
室
、電
気
通
信
虫
駿
室

照
明
実
験
室
、
機
械
工
作
実
習
室
工
事

工
作
実
習
室
な
ど
の
施
設
を
も
つ
てお

り
ま
す
、
 

体
育
舘
は
天
地
根
元
造
り
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト建
で
七
九
九
・
五九
五
平
万

メ
ー
ト
ル
（
一
西
一

・
八
八
坪
）
虫
一

階
付
き
と
な
つ
て
お
り
、校
舎
は
ス
チ
 

ー
ム
暖
房
、
便
所
は
水
洗
式
と
な
つて

お
り
ま
す
。
 

な
お
開
校
記
念
式
典
と
同
時
に
校
旗

樹
立
式
と
校
歌
制
定
、
披
露
も
お
こな

わ
れ
ま
した
。
 

校
旗
は
鈴
木
校
長
自慢
の
も
の
で
生

地
は
綴
錦の
白
地
で
校
章
を
表
し
た
も

の
、
ま
た
校
歌
は
黒
石
市出
身
の
明本

京
静
氏
が
作
詞
、
作
曲
を
し
て
い
ま
す

な
お
同
校
に
は
現
在
生徒
数
が
機
械

科
、
電
気
科
と
も
（三
学
級
編
成
）
一

三
二
名
で
昭
和
四
十
年
に
は
全
生
徒が

七
九
二
名
と
な
る予
定
て
す
。
 

（
写
真…
工
業
高
校
正
面
と
 

同
校
校
旗
）
 

工
業
高

校
校
歌
 

明
本
京
静
作詞
・
作
曲
 

m
岩
木
の
山
は
い
や高
く
 

十
川
の
水
は
い
や
清
し
 

り
ん
ご
花
さ
く
みち
の
く
に
 

「
無限
の
可
能
」
求
め
ん
と
 

集
い
て
学
ぷ
友
よ
我
 

お
お
五
所
川原
工
業
高
校
 

②
学
問
と
技
術
の
きび
し
さ
を
 

ま
る
き
こ
こ
ろ
に
溶
か
し
つ
つ
 

明
朗
、
努
力
，
誠
実
も
て
 

日
に
夜
に
進
む
人
類
の
 

科
学
に
い
ど
む
友
と
我
 

お
お
五
所
川
原
工
業高
校
 

⑧
は
く
が
い
が
い
の
、津
軽
野
に
 

岩
木
お
ろ
しよ
吹
か
ば
吹
け
 

理
想
に
燃
ゆ
る
若
人
の
 

意
気
大
を
衝
く
前
進
に
 

凱
歌
も
た
の
し
友
と
我
 

お
お
五
所
川
原
工
業
高
校
 

県
内
随
一
の
校
舎
と
施
設
を
誇
る
科

学
技
術
者
育
成
の
殿
堂
、
県
立
五
所
川

原
工
業
高等
学
校
（
校長
、
鈴
木
太
左

衛
門
氏
）
の開
校
記
念
式
典
は
十
一月

一
日
午
前十
時
三
十
分か
ら
同
校
講
堂

に
県
知事
は
じ
め
佐
た
木
五
所
川
原
市

長
、
県
内
晶
校長
ら
関
係
者
多
数
が
出

席
し
て
盛
大に
お
乙
な
わ
n
ま
し
た
。
 

式
は
国
半
斉
唱
、校
旗
の
函
立
、校
歌

制
定
、
鈴
木
核
巨
力
式
辞
が
あ
り
、
工

事
関
係
名
に
対
す
名
感
謝
状
贈
星
、
工

事
郊
告
か
あ
つた
あ
と
竹
内
県知
事
、
 

県
議
会
議
長
、
五
所
川
原
市
長
、
県
高

校
協
議
会
の
祝
辞
、生
徒
代
表
誓
詞
、
 

校
歌
斉
唱
な
ど
があ
つ
て
式
を
終
り
ま

し
た
。
 

こ
の
工業
商
校
は
西
北
五
地
万
の
多

年
の
夢
と
さ
れ
て
‘
た
もの
だ
け
に
式

場
は
一
般
父
兄
、来
賓
で
埋
ま
り
、同

工
業
高
校の
発
足
をお
祝
い
し
ま
し
た

同
校
は
昨
年
二
月
二
十
八
日
県
議
会

に
お
い
て開
校
を
議
決
、
同
年
七
月
九

日
同
校
舎
敷
地内
で
地
鎮祭
を
お
こ
な

い
、
た
だ
ち
に
株
式
会
社
阿
部
重
組
が

総
工
費
一循
円
で
工
亭
に
着
手
、こ
の

ほ
ど
白
亜
の
校舎
が
み
ごと
完
成
し
ま

し
た
。
 

校
舎
は
本
舘
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

ー
部
三
階
建で
校
舎
面
積
三七
九
六
・

七
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
一
四八
・

五
三
坪
）
、内
部
は
普
通
敢
室
十
八
室

の
ほ
か
、物
理
教
室
、
化
学
教
室
、視

聴
覚
教
室
の
ほ
か図
書
室
、校
長
室
、
 



ス
 

ニ 	ユ 	“ー 	ス 	 昭和 38 年 'I月 5 日 
市 政 

衆議院
議員選挙 

裁
判
官
国
民

審
査
も
 

'？
、
、
‘
て
‘
J
l
う
、
1
 

秋
空
昆

響
に

映
せ

あ
な
た

の
一
票
 

十
月
ニ
十
」
百
衆
議
院
の解
散
に
よ
つ
て
、
第
三
十
回
総
喫
挙
（
同
時
に
最

高
裁
判
官
の
国民
審
査
）
が
十
一月
一干
一
日
（
午
前
七
時
か
ら
午
後八
時

ま
で
）
お
こな
わ
れま
す
・
こ
の
選
挙
は
わた
く
し
た
ち
国民
に
と
っ
て
目

民
主
政
治
を
守
る
うえ
に
、
ま
た
わ
た
く
し
た
ち
n
日
常
生
活
ノ
幸
福と
自

由
を
さ
らに
築
き
あ
げ
て
い
くた
め
に
も公
明
正
人
に
お
こ
な
わ
なけ
れ
ば

な
ら
な
い
重大
な
便命
を
持
つ
てお
り
ま
す
。選
挙
‘
あ
た
り
て
は
有
権
者

自
身
が自
己
に
恥
じな
い
投
票
を
して
、
あ
と
で
「あ
ん
な
入
を選
ぷ
カ
で

は
な
か
つた
」
など
と
悔
ま
な
い
よ
うに
、
私
た
ち
一
人
一
人
か勝
補
者
の

政
見
な
ど
を
、よ
く
聞
き
、よ
く
見
て
貴
重
な
一
票
を正
し
い
判
断
に
よ
つ

て
、
明
る
く
栂
ヂ
るよ
う
に
い
た
しま
し
よ
う
。・
 

投票は 
このように 

名
簿
の

縦
覧
 1

7
 日
 

II 

月 

16 

日 

2 

』
羽

野
木
沢
小
学
校
〉
 

一
立
合
演
説
会
一

一
捨
「b』
・汗准
い
時c
一
 

十
日

：
‘午
後
六
時
 
》
 

五
所
川
原
小
学
校

〈
 

羽
野
木
沢
小
学
校

十
日

：
‘午
後
六
時

五
所
川
原
小
学
校
 

最
高
裁
判
官
国

民
審
査
用
紙
 

0
  

一
 

 甲
 
野
 
三
 
郎
  

×
  

×
を
書
く
欄
一
 

裁
判
官

の
名
 

〇
を
書
く
と
無
効
 

一 
「  

一
木
 
登
 
猿
之
助
 

一
  甲
 
野
 
乙
 
郎
 

〇
 
注
 

意
 

一
、
や
め
さ
せ
た
方
が
よ

い
と
思
う
裁
 

判
官
に

つ
い
て
は
、
そ
の
名
前

の
 

上
欄
に

×
を
書
く
こ
と
 

一
 
一
  
、
 
 

や
め
な
く
て
も
ょ
い
裁
判
官
に
つ

い
て
は
な
に
も
書
か
な
い
こ
と
 

投
票
所
へ
行
つ

た
ら
受
付
（
名

簿
対
照
係
）
に

入
場
券
を
出
し

て
確
認
して
も

ら
い
、
そ
の
入

場
券
を持
つ
て

投
票
用
紙
交
付

係
か
ら
入
場
券

と
引
替
に
投
票
 

投
票
時
間
 

二
時
間
延
長
 

今
回
の選
挙
に
限
り
、臨
時
特
例
法

に
よ
つ
て投
票
時
間
が
二時
聞
延
長
さ

れ
午
前
七時
か
ら
午
後
八時
ま
で
と
な

り
ま
す
．
 

補
充
名
簿
申
請
は
 

1
1月
9
日
ま
で
 

こ
ん
ど
の
胆
挙に
使
う選
挙
人
名
簿

は
昨
年
九
月
十
五日
現
在
で
調
製
し十

二
月
二
十
日
確
定
の
基
本選
挙
人
名
簿

お
よ
び
現在
ま
で
作
製さ
れ
た
補
充名

簿
で
す
。こ
れ
に
も
れた
人
や
、
そ
れ

以
後
に
新
しく
有
権
者
に
な
つ
た
人の

た
め
に
つ
ぎ
の
要
領
で
補
充選
挙
人
名

簿
を
つ
く
りま
す
か
ら
該
当
者は
期
間

中
に
必
ず
申
請
して
投
票
日
には
投
票

で
き
な
い
よ
うな
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

の
登
録
申
請
期
間1
1月
2
日
か
ら
 

9
日
ま
で
。
 

①
登
録
申
請
番
は
市
選
挙
管
理
委目

会
お
よ
び
各
支所
に
提
出
して
く
だ
さ

い
。
 

用
紙
は選
管
事
務
局お
よ
び各
支
所

に
あ
りま
す
。
 

③
申
請
の
で
き
る人
 

昨
年
十
一
肩
二十
日
確
定
の
基
本選
挙

人
名
簿
お
よ
び
いま
ま
で
の
補
充選
挙

人
名
簿
か
らも
れ
た
人
、十
一
月
一日

現
在
で
満
ニ
十
オ
に
な
つた
人
お
よ
び

そ
の
日
ま
で引
き
続き
三
R
月
以
上
市

内
に
住
んで
い
る
人
で
す
。
 
 

補
充
名
簿
は
か
な
らず
忘
れ
な
いで
見

て
下
さ
い
。
 

補
 
充

選
挙
人
 

み
な
さ
ん
の申
請
に
よ
つて
新
しく

作
製
す
る
補
充
選
挙
人
名
簿
を
十
一
月

十
六
日
と
十
七口
の
二
日
間
、市
選
管

事
務
局
と
名
支所
で
縦
覧
しま
す
か
リ

申
請
さ
れ
た
万
は
自
分
D
名
前
が
D
つ

て
い
る
か
ど
っカ
必
ず
ご
らん
に
な
シ

て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
申
請
した
人
で
名
簿
に
の
つ
て

い
な
い
人は
こ
の期
間
中
に
市
選
挙管

理
委
員
会に
異
議
の申
し
立
て
を
して

く
だ
さ
い
‘
 

選
挙
入
場
券
は
 

1
0日
頃
に
配
布
 

入
場
券
は
十
日
頃
行
政
運
絡目
を
通

じ
て
、
み
な
さ
ま
の
家
庭
に
配
布
しま

す
が
、
投
票
日
ま
で
日
数
があ
り
ま
す

の
で
入
場
券
を
」
く
し
ない
よ
うに
し

て
く
だ
さ
い
。
 

才
た
入
場
券の
と
ど
か
な
い
人は
名

簿
も
れ
か
、
移
転
先
（市
内
移
転
先
）
 

が
不
朋
で
と
ど
か
ない
か
ど
ち
ら
か
で

す
．
 

こ
ん
な
場
合
は
た
だ
ちに
選
挙
管
理

委
国
会
に
照会
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

用
紙
二枚
（
衆
議院
用
紙
と
最
高
裁
判

官
国
民
審
査
の用
紙
）
を
も
らい
記
載

所
で
衆
議
院
の
用
紙
に
は
衆
議
院
議
員

候
補
者
一
人
の
名
前
を
●
い
て
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
裁
判
官
国
民
審
査
の用
紙
に
は

裁
判
官
の
名
前
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
す

の
で
や
めさ
せ
た
く
な
い
と
きは
何
も

書
か
な
い
で
や
めさ
せ
る
場
合
は
そ
の

名
前
の
上
に
×
を
書
き
、二
つ
の
投
票

箱
に
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
づつ
入
れ
て
く
だ

さ
い
．
こ
れ
で
投
票が
全
部済
む
わ
け

で
す
。
 

不
在
投
票
は
 

ニ
十
日
ま
で
 

選
拳
の
当
日
（十
一
月
二
十
一
日
）

・

や
む
を
え
な
い
用
務
や
亭
故
の
た
めど

う
し
て
も
投
票
所
へ
行つ
「
毎
業
ので

き
な
い
人
は
告
本
の
日
で
あ
る
」
干
一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
間
に
直
接
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市役
所
内
）
 

に
お
い
で
に
な
つ
て
不
在
投
票
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

こ
の
場
合
官
公
庁
、
会
社
な
ど
に
勤

務
し
て
い
る人
は
所
属
長
の
証
明
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
 

な
お
つ
ぎ
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る

方
は
そ
の
病
院
で
不
在
投
票
が
出
来
ま

す
．
 

△
指
定

病
院
市

立
西
北
中
央
 

病
院
。
同
敷
島
 

分
院
、
増
田
病
院
 

裁
判
官
審
査
 

×
印
以
外
は
無
効
 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投

票
用
紙
は
初
め
か
ら
裁
判
官
の
名
前
が

印
刷
さ
れ
て
あ
る
の
で
「
注
意
」
に
も

あ
る
よ
う
に
×
以
外
の
符
号
を
つ
け
る

と
無
効
に
な
り
ま
す
。
 

た
と
え
ば
ク
や
め
さ
せ
た
く
な
い
‘
 

と
思
つ
て〇
を
つ
け
て
も
無
効
で
す
．
 

左
記
の
注
意
事
項
を
よ
く
見
て
下
さ

い
。
投
票
用
紙
は
同
じ
に
渡
さ
れ
ま
す

が
衆
議
院
と
裁
判
官
の
投
票
箱
が
違
い

ま
す
の
で
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
願
い

ま
す
．
 

⑧
 



秋

の
交

通
 

安
全
運
動
が
終
つ
て
 

五
所
川
原
警
察
署
 

さ
る
十
月
一干
一
日
か
ら
全
国
一
斉
 

を
び
つ
く
り
さ
せ
た
の
で
あ
り
まL
た

に
お
こな
わ
れ
た
秋
の
交
連
安
全
運
動
 

が
、
そ
の
後
の
期
間
中
は
み
な
さ
ま
力

は
」
干
日
を最
後
に
終
り
ま
し
た
が
、
 

ご
協
刀
で
、
こ
れ
ぞ
と
い
う
事
故
も
な

こ
の
運
助
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
 

く
よ
う
や
＜
ホ
ッ
ト
した
表
情
を
と
リ
 

ふ
り
か
え
つ
て
見
る
こ
と
は
今
後
の
こ
 

も
ど
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

昭和 38 年 Ilfl 5 臼 

の
種
の運
動
を
推
進
す
る
資
料
と
も
な
 

②

交
通
 

結
果を

つ
ぎに
まと
めて
み
ま
した
。
 

締
の

牝

①
交
通
事

故
の

発
 

況
 

生
状
況
 

期
間
中を
通
 

コ. 

じ
て
指
博
取
締

り
に
延
べ
二
八

八
人
の
警察
官

が
動
員
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
検
間

所
廷
べ
大
十
四

カ
所
に
配
置
さ

れ
た
り
、受
持

区
内
を
バ
ト
ロ
 

ー
ル
し
た
り
、
 

白
パ
イ
、
パ
ト

力
ー
に
乗
務
し

た
り
し
て
一
般

歩
行
者
の
指
導
 

④
 

1
1
氏
畦
喰
，
 
「

市
税
完
納
強
 

市
の
国
民
年
金
納
入組
織
代
表
者
会
 

、
ー
二
一
 

議
は
三
十
日午
前
十
時
か
ら中
央
公
民
 

ノ

」
 
声生
 
ー
 

舘
に
一
O
(）
余名
の
納
入
組
織代
表
者

が
出
席
し》
函
かれ
ま
し
た
が
席
上
優
 
今
年
も

あ
と
二
か
月
、
な
に
か
と
気

良
納
入
組
台
に
県
国民
年
金
課
長
、
弘
 
い
そ
が
し

い
秋
で
す
。
 

前
社
会
保
険
事業
所
長
、
五
所
川
原
市
 

「
税
金」
と
い
う
と
「と
ら
れ
る
」
 

長
か
ら感
謝
状
が
贈
られ
ま
し
た
。
 

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
思
い
 

A
県
国
民
年
金
課
長
感謝
状
 
高
柵
 
ち

が
い
で
す
。税
金
は
と
る
も
ので
も

み
え
（旭
町
納
入
組
合
長
）
下
山
柾
男
 
と
ら

れ
る
も
の
で
も
なく
、
わ
れ
わ
れ
 

（田
町
栄町
粘
入
組
A
長
）
工
藤
松
四
 
住

民
が
日
常
生
活
して
い
く
た
めに
必

郎
（
中
泉第
一
納入
納
合長
）
寺
田
清
 
要

な
共
同
社
会
の
利
益
の
た
め
の
共
益
 

（
鎌
谷町
納
入
組
合
長
）
 

費
用
な
の
で
す
。
 

A
弘
前
社会
保
険
事
務
所
長
感謝
状
 
市

で
は
一時
納
税
者
か
らそ
の
費
用
 

寺
田
惣
次
郎（川
端
町
納
入
組
合長
）
 

を
お
預
かり
し
、
市
民
の
川票
筒
上
の
 

A
五
所
巌

市
長
感
謝
状
 小
笠
原
 
た
め

の
社
会
資
本
行
政
サ
ー
ピ
ス
と
し
 

明
（
柳
町
納入
組
合長
）
山
田
つぐ
（
 

て
還
元
して
い
く
の
で
す
。
 

広
田
地区
焚

組
合
長
）
葛
西
京
（
神
 
昨

年
度
は
納
税
者
各位
の
ご
協
力
で

山
納
入
組
臭
）
三上
キ
ヌ
（
敷島
町
 
五

所
川
原
市
が
県
下
八
市
のな
か
で
第

納
入
組
A
長
）
 
一
位
の
納
税

成
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
 

学
童
の
保護
、
無
謀
な
巡
転
者
の
看
視

や
違
反
者
の摘
発
に
当
つた
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
期
間
中
違
反
と
し
て

検
挙
さ
n
た
も
の
は
一
四八
件
で
あ
り

ま
す
。
 

・
 

こ
の
主
な
違
反
種
別
は
、
無
免
許
運

転
．
十
八
件
、
酒
酔
運
転
大
件
、
ス
ピ
 

ー
ド
違
反
三
十
二
件
、積
載
重
量
通
待
〈
 

十
三
件
、
一
時
停
止
違
反
十
二
件
、
そ

の
他
四十
七
件
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

⑧
交
通
安
全
モ
デ

ル
地
区
の
設
定
 

本
逮
動
に
先
だ
つて
湊
か
ら
浅
井
ま
 

市
で
は
今年
も
十
月
か
ら
十
二
月
二
十

八
日
ま
で
を
市税
完
納
強
調
期
間
と
し

て
次
の
こと
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

①
納
期
限
の
過ぎ
た
税
は
な
る
べく
早

目
に
、
お
そ
く
て
も
十
一
月
三
十
日

ま
で
に
納め
で
く
だ
さ
い
．
 

②
納
期
限
の
こ
な
い
税
は
十
二
月
一
干

八
日
迄
に必
ず
完
納
して
く
だ
さ
い

①
や
む
を
得
な
い
理
由
か
ら
期
間
内
に

完
納
で
き
な
い
万
は
い
つで
も
係
員

に
ご
相談
く
だ
さ
い
。
 

今
年
も
昨
年
度
に
お
と
ら
な
い
成
績
を

得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
五
所
川
原
市

の
将
来
もほ
ん
と
う
に
明
る
い
希
望
を

持
つ
こ
と
がで
き
ま
す
．
 

で
の
国
道
筋
五
O
O
〇
メ
ー
トル
を
交

涌
安
全
モ
デ
ル
地
区
に
設
定
しで
交
通

亭
故
を
こ
の
地
区
か
ら
】
掃
を
計
つ
た

の
で
あ
りま
す
が
重
傷
事
故
一
件の
発

生
を
み
た
の
は
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
地
区
は
今
後

当
分
の
間
、
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
の

で
、
特
に
こ
の
地
区
に
自
動
車
や
バ
イ

ク
を
乗
り
入
れ
る
方
は
常
に
安
全
な
速

度
と
万
法
で
運
転
し
、事
故
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
ね
が
い申
し
あ

げ
ま
す
、ま
た
こ
の
モ
デ
ル
地
区
内
に

住
ん
で
い
る
人
達
も
常
に
正
しい
歩
行

正
し
い
構
断
を
し
、か
わ
い
い
子
供
さ

ん
を
路
上
で
遊ぱ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

を
し
、
一
人
で
も
事
故
の
犠
牲
者
を
少

な
＜
す
る
よう
に
ご
協
力を
お
ね
が
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
 

④
交
通
安
全
協
会
員

の
協
力
に
つ
い
て
 

期
間
中
は
最
も
忙
し
い
時
で
も
あり

ま
し
た
の
に
連
日
交
通
安
全
協会
各
交

部
の
多
数
の方
々
の
ご
協
力を
得
て
安

全
運
動
を
有
意
義
に
盛
りあ
げ
ま
した

こ
と
は深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

恐
し
い
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と

は
警
察
だ
け
で
は
困
難
なこ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、今
後
さ
らに
市
民
各
位の

ご
理
解
あ
る
ご
協
力を
お
ね
が
い
印
し

あ
げ
ま
す
（写
真
は
湊
の
申
故
ふ
 

現
場
写
真
は
警
察
署
提
供
）
 

1
1月
3
0日
は
 

固
定
資
産
税

4
碧
 

国
民
健
康
保
険
税
 

3
作
ら
 

納
期
眼
で

す
 

編
 
集
 
後
  

記
 

市
広
報
第
一
月
が発
刊
さ
れ
た
の
が

昭
和
二
十
九
年
十月
ニ
十
日
で
あ
り
ま

す
か
ら
五
所
川
原
市
が
誕
生
した
月
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

広
報
が
ほ
ん
と
っ
に
各
ご
家
庭
の
お

役
に
た
つ
こ
と
が
で
き
た
かと
い
う
と

稚
拙
な
編
集
で
汗顔
の
い
た
りで
す
が

と
に
か
く
今
号
を
も
つ
て
百
号
を
教
え

る
こ
と
が
で
青ま
し
た
。
 

こ
れ
も
市
民
の
み
な
さ
ん
が
育
ぐ
く

ん
で
く
れ
た
お
陰
で
あ
る
と深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も何
分

よ
ろ
し
く
ご
叱
声
、
ご
指
導
を賜
わ
虹

ま
す
よ
フお
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
．
 

こ
の
運励
の
初
日
に
小
型
四輪
車
の

正
面
衝
突
亭故
が
豊
成
部
落
の
国
道
上

で
発
生
し
、前
途
の
多
難
性を
思
わ
し

ス
 
〈
 
め
た
が
、予
想
が
的
中
し
、讐
百
目
 

は
栄
地
域交
面
安
全
モ
デ
ル
地
区
内
で

酒
酔
に
よ
る民
家
突
入
、運
転
者
は
ー
 

カ
月
の
軍傷
と
い
う
大
き
な
事
故
が
発

生
、
引
き
続き
鶴
田
地
区
大
性
部
落
北

口
で
は
酒
酔
い
で
無
免
許運
転
の
第
一一

種
パ
イ
ク
が
避
譲
停止
中
の
自
動
三
輪

単
に
正
面
衝
突
し
、運
転
者
は
即
死
と

い
う
服
悪
の事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

第
］
百目
で
こ
の
よ
う
な
大
き
な
甲
放

が
連
続
発
生
して
各
関
係
機
関
の
係員
 

「
市
税
完
納
強
調
期
間

」
 

今

年

も
市
税
に
協
力

を
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